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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「活動のマトリクス」 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域の関連を図った
プログラム 

① 

居
場
所 

づ
く
り 

③ 

環
境 

づ
く
り 

  

づ
く
り 

 

り 

② 

絆 づ
く
り 

 

づ
く
り 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ 社会教育（家庭
や地域）と連携し
た体験活動との関
連を図ったプログ
ラム 

エ （その他）道徳教
育・人権教育・情報
モラル教育等との
関連を図ったプロ
グラム 

【Ｇ① 大学と職業を考
える講話（１年）】 

・各自の進路希望に応じて
外部講師の講話を聞く。 

は、活動のつながりを示しています。 

【Ｃ① 大掃除】 
・厚生委員が中心となって実
施する。 

 
 
 
 
 

【Ｅ① 交通安全指導（挨
拶運動）（春・秋）】 
・生活委員が通学路で挨拶、
交通安全の呼び掛けを行
う。 

 
 
 

【Ｂ① 宿泊研修（１年）】 
・進路ガイダンスとクラスづ 
くりを行う。 

 

【Ｊ① 性教育教室（１
年）】 
・「性的自立」を促し、人と
しての在り方を学ぶ。 

【Ｈ① 常設親子ひろば
でのボランティア活動
（２年）】 

・子どもと触れ合う体験活
動を行う。 

 
 
 
 
 

【Ｉ 健闘をたたえて～
次の主役はあなたです
～プロジェクト】 

・活躍した部活動の生徒を
職員室前に紹介する。 

【Ｆ 「ほっと」を用いた
教育相談活動】 

・進路面談を通して日頃か
ら相談しやすい環境をつ
くる。 

【Ｃ② 補充的な学習の推
進】 
・放課後等に自学・自習がで
きる環境を整備する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

学校名 北海道岩見沢西高等学校 

【Ａ① 夏期・冬期・春期講
習会】 
・学年ごとに進路に応じた講
習会を行う。 

 
 
 
 
 
 
 

【Ａ② 第一志望決定集会
（２年）】 
・外部講師を招き、生徒の進
路の方向性を確認する。 

 
 
 
 
 
 

【Ｂ② 年次レクリエーシ
ョン（1、2年）】 
・生徒が主体となって球技大 
会を運営する。 

 
 
 
 
 

【Ｅ② 生徒会執行部座
談会】 
・校長と生徒会執行部が学校
の在り方や生徒の在るべ
き姿などを話し合う。 

 
 
 

【Ｈ② 岩見沢高等養護学
校とのスポーツ交流会】 

・互いを知り、交流を深め
る。 

 
 
 
 

【Ｇ② 手話体験講座・認
知症サポーター養成講
座（３年：生活と福祉選
択生徒）】 

・他者への理解を深め人と
の関わり方を学ぶ。 

【Ｊ③ スマホ・インター
ネット教室（全学年）】 
・コミュニケーションの取
り方、人とのつながりを
学ぶ。 

 
 
 
 

【Ｊ② 薬物乱用防止教
室（２年）】 
・人としての生き方を学ぶ。 

太枠網掛けをした活動は、「指定校の主な活動」に概要が記載されています。 

【Ｄ リーダー研修】 
・生徒会執行部のリーダー
性を養うために話し合い、
行事の運営の仕方を身に
つける。 

【Ｋ いじめ・ネットトラ
ブル根絶！メッセージコ
ンクール】 

・生徒会を中心としてポス
ター・標語の募集を行う。 

【Ｌ 情報発信】 
・西校ニュース・生徒会だ
よりなどを発行し、生徒会
の活動や全校生徒の活躍
を紹介する。 
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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「年間の取組計画」 

 

 

 

 

 

月 

項目 

学校 
行事等 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域等の関連を図っ
たプログラム 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ  社会教育（家
庭・地域）と連携
した体験活動との
関連を図ったプロ
グラム 

エ （その他）道徳
教育・人権教育・
情報モラル教育等
との関連を図った
プログラム 

備  考 

４ 

始業式 
入学式 
新入生歓迎会 

     

 

５ 

生徒総会 
地区壮行会 
高体連地区予選 

     

 

６ 

前期中間考査 
全道大会壮行会 

     

７ 

学校祭 
全校集会 
大掃除 

     

８ 

全校集会 
大掃除 

     

９ 
前期期末考査 
秋季体育大会 

     

10 

後期始業式 
芸術鑑賞 
前期反省会議 

     

11 

見学旅行 
前期中間考査 

     

 

12 

年次レクリエ 
ーション 
全校集会 
大掃除 

     

１ 
全校集会 

大掃除 
スキー授業開始 

     

２ 

後期期末考査      

３ 

卒業式 
春季体育大会 

     

４ 

      

※【居】【絆】【環】は、【居場所づくり】【絆づくり】【環境づくり】の各観点を示しています。 

秋の交通安全指導

（挨拶運動）【絆】 

学校名 北海道岩見沢西高等学校 

【本校の取組の特徴】 
●「大学と職業を考える講話」など、生徒が仲間とともに将来への目標を明確にする活動を意図的、計画
的に位置付け、希望する進路の実現に向けた意識を高めることを通して自己有用感を育んでいます。 

●既存の行事や取組を中心に生徒同士や教師との関わりの場を増やし、互いに絆を深めるとともに、居場
所を自ら作り出すことができるよう、指導上の工夫を図っています。 

宿泊研修（１年）

【絆】 
春の交通安全指導 

（挨拶運動）活動

【絆】 
薬物乱用防止教室 

（２年）【居】 
【通年】 

補充的な学習の推

進【環】 

夏期講習会【居】 

大掃除【環】 

スマホ・インターネ

ット教室（全学年）

【居】 

常設子どもひろば

でのボランティア

活動【絆】 

★手話体験講座・

認知症サポーター

養成講座（３年）

【居】 

★第一志望決定

集会（2年）【居】 

冬期講習会【居】 

春期講習会【居】 

大掃除【環】 

年次レクリエー

ション【絆】 

生徒会執行部座談

会【絆】 

大学と職業を考え

る講話（1年）【居】 

★岩見沢高等養護

学校とのスポーツ

交流会（生徒会）

【絆】 

【通年】 

健闘をたたえて～

次の主役はあなた

です～プロジェク

ト【環】 

「ほっと」を用いた

教育相談活動２・３

年進路面談 

1年教育相談【環】 

 

性教育教室（１年）

【居】 

リーダー研修【居】 

いじめ・ネットトラ

ブル根絶！メッセ

ージコンクール

（１・２年）【絆】 

情報発信「生徒会だ

より」【環】 

情報発信「生徒会だ

より」【環】 

情報発信「生徒会だ

より」【環】 

「ほっと」の実施① 

 

岩西ニュース発行 

いじめアンケー
ト調査① 
 
岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

岩西ニュース発行 

「ほっと」の実施② 

 

いじめアンケー
ト調査② 
 

いじめアンケー
ト調査③ 
 

いじめアンケー
ト調査④ 
 

「ほっと」の実施③ 

 

年間活動計画の

見直し 
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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「活動のマトリクス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域の関連を図った
プログラム 

① 

居
場
所 

づ
く
り 

③ 

環
境 

づ
く
り 

  

づ
く
り 

 

り 

② 

絆 づ
く
り 

 

づ
く
り 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ 社会教育（家庭
や地域）と連携し
た体験活動との関
連を図ったプログ
ラム 

エ （その他）道徳教
育・人権教育・情報
モラル教育等との関
連を図ったプログラ
ム 

 

 

 

 

【Ｇ ボランティア活動
①】 
・学校周辺の清掃ボランテ
ィアや、交通安全街頭啓
発等の活動で、地域と連
携し交流を深める。 

 

 

は、活動のつながりを示しています。 

【Ｃ 学校祭】 
・学校祭のステージ発表や
立体凧あげ等の協同作業
を通し、仲間の大切さを
理解する。 

・本校生徒としての一体感
を醸成する。 

【Ｄ 朝の挨拶運動①】 
・全教職員の輪番制による
朝の挨拶運動で、生徒の
様子等を観察し、共有す
ることで、組織的に生徒
理解を図る。 

【Ｅ 朝の挨拶運動②】 
・生徒会執行部による朝の
挨拶運動を実施し、本校
生としての一体感や、互
いのコミュニケーション
能力を育成する。 

【Ｂ 宿泊研修】 
・宿泊研修における生徒主
導の班作りやクラス対抗
ゲーム等を通して、コミ
ュニケーション能力を育
成する。 

【Ｊ 客観的データを活
用した生徒理解と教育相
談】 
・「ほっと」や「テストバッ
テリー」を実施し、結果
分析による生徒理解及び
教育相談の充実を図る。 

 
 
 
 
 【Ｈ ボランティア活動

②】 
・地域夏祭りボランティア
や雪まつりボランティア
活動を通して、地域との
交流を深め､人との関わ
りを大切にする。 

【Ｉ 地域行事への積極
的な参加】 
・生徒会執行部、野球部、
自然探査部、美術部、茶
道部、有志の生徒等が、
積極的に地域の行事に参
加し、貢献する。 

【Ｌ 命の大切さを学ぶ
教室講演会】 
・講師に札幌市東消防署員
を招き、ＡＥＤの使用法
及び心肺蘇生法の実習を
実施する。 

 
 
 

【Ｋ デートＤＶに関す
る講演会】 
・デートＤＶに関する講演
会と、演劇部の協力によ
る模擬演劇により、他人
を尊重する人間関係を築
く力を育成する。 

 
 
 
 
 
 

【Ｆ 朝の挨拶運動③】 
・朝の挨拶運動において、
生徒会執行部が中心とな
り、有志の生徒や教員と
ともに、挨拶運動を全校
に拡大する。 

【Ａ いじめに係るアン
ケートや相談カード及び
標語による未然防止の指
導】 
・年間を通して、計画的・
多角的にいじめ未然防止
の取組を実施する。 

学校名 北海道札幌東豊高等学校 

太枠網掛けをした活動は、「指定校の主な活動」に概要が記載されています。 
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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「年間の取組計画」 

 

 

 

 

月 

項目 

学校 
行事等 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域等の関連を図っ
たプログラム 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ 社会教育（家庭・
地域）と連携した
体験活動との関連
を図ったプログラ
ム 

エ （その他）道徳教
育・人権教育・情報
モラル教育等との
関連を図ったプロ
グラム 

備  考 

４ 

始業式 
入学式 
対面式 
テストバッテ
リー 

 
 

   

５ 

性に関する講
演会 

     

６ 

宿泊研修 
交通安全教室 

     

７ 

学校祭 
薬物乱用教室 
ＡＥＤ救急救
命（命の大切さ
を学ぶ）教室 
夏季休業前全
校集会 

     

８ 
夏季休業明け
全校集会 

     

９ 
陸上記録会 
前期終業式 

     

10 

後期始業式 
インターンシ
ップ 
球技大会 
見学旅行 

     

11 
デートＤＶに
関する講演会 

     

12 

インターンシ
ップ報告会 
冬季休業前全
校集会 

     

１ 
冬季休業明け
全校集会 

     

２ 

      

３ 

卒業式 
終了式 

     

４ 
      

※【居】【絆】【環】は、【居場所づくり】【絆づくり】【環境づくり】の各観点を示しています。 

学校名 北海道札幌東豊高等学校 

【本校の取組の特徴】 

●生徒会執行部と教師が主導し全校に波及させる挨拶運動や、ボランティア活動など地域の行事への積極
的な参加により、コミュニケーション能力や望ましい人間関係を築く力を育成しています。 

●活動の初めの段階では、主に教師が活動を指導し、生徒が活動の進め方について理解できた時点で、生
徒会執行部が中心となって活動できるよう、指導の工夫を図っています。 

朝の挨拶運動①【居】 

★ボランティア活動
①【居】 

★地域行事への積
極的な参加【環】 

宿泊研修【絆】 

デートＤＶに関
する講演会
【絆】 

いじめに係るアンケ
ートや相談カード及
び標語による未然防
止の指導【居】 

「ほっと」実施① 

いじめアンケート
実施① 

テストバッテリー
の実施 

「ほっと」実施② 

いじめアンケート
実施② 

学校基本方針の
見直し 

年間活動計画の
重点項目・観点
の検討 

年間活動計画の
決定 

命の大切さを学
ぶ教室講演会
【環】 

朝の挨拶運動②【絆】 

朝の挨拶運動③【環】 

学校祭【環】 
★ボランティア活動
②【絆】 

客観的データを活用
した生徒理解と教育
相談【居】 
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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「活動のマトリクス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域の関連を図った
プログラム 

① 

居
場
所 

づ
く
り 

③ 

環
境 

づ
く
り 

  

づ
く
り 

 

り 

②
絆 づ

く
り 

 

づ
く
り 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ 社会教育（家庭
や地域）と連携し
た体験活動との関
連を図ったプログ
ラム 

エ （その他）道徳教
育・人権教育・情報
モラル教育等との
関連を図ったプロ
グラム 

は、活動のつながりを示しています。 

【Ｃ コミュニケーショ
ンスキルトレーニング】 
・朝の挨拶や年３回のＬＨ
Ｒ時に規範意識の育成と
アンガーマネジメント等
のトレーニングについて
理解し、実践できるよう
にする。 

【Ｄ グループワークを
取り入れた学級づくり】 
・「ほっと」の結果を分析し
学級の強みと弱みについ
て理解させ、グループでブ
レインストーミングやＫ
Ｊ法を用いてルールづく
りを行うなど集団の力を
高める。 

 
 
 
【Ｅ 学校祭・収穫祭】 
・生徒会執行部と実行委員
が中心となり企画し、
様々なイベントに個人は
もとより学級としてのま
とまりを発揮して取り組
む。 

【Ｊ 人権をテーマにした
性教育】 
・人権に関する講演と事例を
もとにロールプレイングを
行い支配的な関係に気付
き、自他共に尊重できる人
間関係を築く力を育成する。 

【Ｈ② 町じゃが祭参加】 
・ねぷたの山車で行燈行列に
参加し町民と交流する。 

【Ｉ① 町内の美化】 
・町内や駅前に花壇造成や駅
構内に花展示を行う。 

【Ｌ いじめ未然防止に関
する活動のシェアリング】 
・各教育活動での生徒の活動
や感想を学校だより等に掲
載して学校内はもとより、
家庭、地域を含めシェアリ
ングする。 

【Ｋ 情報モラルの向上】 
・生活厚生委員会新聞で、ス
マホの使用状況に関する
アンケートを行い、安全な
使い方について啓発する。 

【Ｆ 「ほっと」を活用し
た教育相談】 
・相談時、拒否や援助要請等
のスキルアップを図り、学
級活動のルールづくりや生
徒クラブ活動への意見収集
の機会を設定し意見を出し
やすい環境をつくる。  

【Ａ 地域との交流を図
った学習活動】 
・農高のおみせや専攻班活動
を通して地域のニーズを
理解し学習課題として取
り組み、自己有用感を育成
する。 

学校名 北海道倶知安農業高等学校 

 

【Ｂ② 商品開発やＰＲ】 
・和牛や特産のじゃがいもを
生かして地域の団体や企
業と協働する。 

 

【Ｇ イングリッシュデイ
キャンプ】 
・敷地内の案内や昼食等、補
助として活動する。 

【Ｈ① 羊、じゃがいも交流】 
・地域の幼児、小学生と動物
に親しみ、農産物の成長観
察等を通して年少者と交
流する。 

【Ｉ② ボランティア】 
・養護学校や介護施設でボ
ランティアを行う。 

【Ｂ① インターンシップ】 
・体験を通して、企業人から
礼儀や規範を学び、職業に
ついて考える。 

 

太枠網掛けをした活動は、「指定校の主な活動」に概要が記載されています。 
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平成 28年度いじめ未然防止プログラム「年間の取組計画」 

 

 

 

 

月 

項目 

学校 
行事等 

ア 道徳、総合的な
学習の時間、特別
活動等の教科・領
域等の関連を図っ
たプログラム 

イ 子ども会議等の
児童会・生徒会活
動との関連を図っ
たプログラム 

ウ  社会教育（家
庭・地域）と連携
した体験活動との
関連を図ったプロ
グラム 

エ （その他）道徳
教育・人権教育・
情報モラル教育等
との関連を図った
プログラム 

備  考 

４ 

（学年始休業）
始業式 
入学式 
 

 
 

   

５ 

生徒総会 
前期中間考査
高体連 
 

     

６ 

成績会議 
学校保健委員
会 

     

７ 

宿泊研修 
学校祭・体育大
会 
全校集会 
（夏季休業） 

 
 

    

８ 

全校集会      

９ 

前期期末考査 
成績会議 
収穫祭 

     

10 

      

11 

見学旅行 
後期中間考査 

 
    

12 

校内実績発表
大会 
成績会議 
全校集会 
（冬季休業） 

     

１ 

全校集会 
学校保健委員
会 

     

２ 

後期期末考査      

３ 

卒業式 
入選 
進級認定会議 
終業式 
（学年末休業） 

     

４ 
（学年始休業）
始業式 
入学式 

     

※【居】【絆】【環】は、【居場所づくり】【絆づくり】【環境づくり】の各観点を示しています。 

学校名 北海道倶知安農業高等学校 

【本校の取組の特徴】 

●生徒の自己理解と教職員の生徒理解が進むよう、教育相談、コミュニケーションスキルトレーニン
グ、生徒理解会議等を実施しています。 

●生徒に「拒否する力」や「相談する力」を育成するとともに、規範意識の向上や共同的な活動を通
して、居場所づくりと絆づくりを重点に取り組んでいます。 

校内外巡視【環】 グループワークを
取り入れた学級づ
くり【居】 

羊、じゃがいも交流
【絆】 

地域との交流を図っ
た学習活動【居】 

「ほっと」実施① 

いじめアンケート
実施① 

「ほっと」実施② 

いじめアンケート
② 

年間活動計画等
の検討 

商品開発やＰＲ【絆】 

インターンシップ
【絆】 

★コミュニケーシ
ョンスキルトレー
ニング①【環】 

年間活動計画の
決定 

★コミュニケーシ
ョンスキルトレー
ニング②【環】 

★コミュニケーシ
ョンスキルトレー
ニング③【環】 

★教育相談の実施
①【環】 

「ほっと」実施① 

★生徒理解会議①
【環】 

グループワークを
取り入れた学級づ
くり【居】 

学校祭【絆】 

収穫祭【絆】 

★教育相談の実施
②【環】 

★生徒理解会議②
【環】 

町内の美化【環】 

町じゃが祭参加【絆】 

町内の美化【環】 

イングリッシュキャ
ンプ【居】 
 

ボランティア【環】 

いじめ未然防止に関
する活動のシェアリ
ング【環】 

人権をテーマにした
性教育【居】 

情報モラル向上【絆】 

人権をテーマにした
性教育【居】 

人権をテーマにした
性教育【居】 


